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 5/29 – 6/1に奈良春日野国際フォーラム甍にて開催された第8回国際オートフ
ァジー学会に参加し、ポスター発表をさせていただきました。参加者の多くが

ポスドク以上ということもあり、非常にレベルの高い研究発表を多数拝聴する

ことができました。口頭発表のセッションでは、オートファジーの基本原理か

ら、ガンや神経疾患などへのオートファジーの関与メカニズムまで、オートフ

ァジー研究の広範囲に渡る最先端の知見が発表されました。特に、オートファ

ジーによる免疫シグナルの制御など、私自身のテーマに関連した発表もあり、

どのように自分の研究をアピールするかを考える大変良い機会となりました。

また、ガンや細胞分裂に焦点を当てた発表が多く、当研究室の他のメンバーが

行っている研究の参考になるデータにも触れることができました。このように、

今後の研究の方針に関わる有益な情報が得られ、参加できたことを有意義に感

じています。 
	
 自分のポスター発表では、海外の研究者の方にも（数名ではありますが）研

究内容を聞いていただくことができました。質問に対する返答がたどたどしい

英語になってしまい、自分の意図が伝えきれなかったこともありました。日常

的に英語を話すトレーニングが必要だと再確認するとともに、適切な表現が出

てこずとも思いつく限りの英語表現をすることが大事であると痛感しました。

また、今回の学会で初めて知り合った方にもポスターを聞きにきていただき、

少しでも興味を持っていただけたことを非常に

嬉しく思いました。どなたも精力的に研究活動

を行っており、日々のモチベーションがグッと

高められました。毎回のことではありますが、

オートファジーの学会に参加すると自分がまだ

まだ力不足であることを強く感じます。今後も

研究生活を通じ、精一杯自身を成長させていき

たいと思います。 
	
 最後になりましたが、このような機会を与え

ていただけたことに厚く感謝申し上げます。あ

りがとうございました。 
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